
常任委員会における審査内容の報告 

 

委員会名 福祉教育常任委員会 

 

議 案 名 

陳情第６号 こども医療費助成制度の拡充を求める陳情 

議案等の主な内容 

沖縄県においては、子供の貧困率が全国平均の約２倍以上となっており、多くの家庭で生活

困窮が生じている中、必要な時に安心して医療機関を受診できる環境の整備が必要である。厚

生労働省の調査では、2017 年４月１日時点で中学校卒業以上の年齢まで医療費を助成している

自治体は、通院外来で 86％となっているが、沖縄県内の自治体においては、2018 年４月１日現

在で 54％にとどまっているため、格差の解消に取り組むよう、国や県へ意見書を提出していた

だきたい。 

審査内容（質疑応答、議員間討議） 

 こども医療費助成制度を現物給付にした市町村は国庫補助を減額されるペナルティーが生じ

ると伺ったが、本市は減額措置の対象となっているかとの質疑がなされ、これに対し、小学生

以上の児童に医療費の現物給付を行っている市町村は減額の対象となるが、本市では就学前ま

では現物給付、就学後は償還払いとなるため、減額措置の対象とはなっていないとの答弁がご

ざいました。 

 また、医療費助成制度による市の財政負担額について質疑がなされ、これに対し、令和元年

度の決算額では、補助事業が２億 3,400 万円、単独事業 6,000 万円余りとなっているとの答弁

がございました。 

表  決 

全会一致をもって採択すべきものと決定いたしました。 

また、「意見書第 15 号 こども医療費助成に係るペナルティーを完全に廃止するとともに、

制度の拡充を求める意見書」を内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、厚生労働大臣、沖縄及び

北方対策担当大臣、衆議院議長、参議院議長へ提出いたしました。さらに、「意見書第 16号 

こども医療費助成制度の拡充を求める意見書」を沖縄県知事に提出いたしました。 

 



常任委員会における審査内容の報告 

 

委員会名 福祉教育常任委員会 

 

議 案 名 

陳情第７号 「後期高齢者の窓口負担の見直し」にあたり、原則１割負担の継続を求める意

見書採択についての陳情 

議案等の主な内容 

総務省の「平成 28 年家計調査報告」によると、平均的な高齢者世帯でも毎月 5.5 万円が不足

し、貯金を取り崩す生活を送っており、「平成 28 年国民生活基礎調査」では、貯金がない高齢

や世帯は全体の 15.1％との調査結果が発表されている。そのような中、平成 29年 12 月 21 日に

公表された経済財政諮問会議の「経済・財政再生計画改革工程表 2017 改訂版」では、医療保険

における後期高齢者の窓口負担の在り方について、70 歳から 74歳の負担割合の段階的な引上げ

を検討することを求めている。後期高齢者の窓口負担２割化は、高齢者の生活を圧迫し、必要

な医療が受けられない事態が生じる懸念があるため、原則１割負担を継続するよう、国に意見

書を提出していただきたい。 

審査内容（質疑応答、議員間討議） 

 本市の後期高齢者の被保険者数及び１割負担の被保険者数について質疑かなされ、これに対

し、被保険者数は 8,655 名で、そのうち 7,472 人、86％が１割負担となっているとの答弁がご

ざいました。 

 また、負担割合引上げの可能性につい質疑がなされ、これに対し、団塊の世代が 2020 年度に

75 歳以上の後期高齢者に達するため、その状況を鑑みた場合、医療費の増が想定されるため、

国が窓口負担の見直しを検討しているとの報道は把握しているとの答弁がございました。 

表  決 

全会一致をもって採択すべきものと決定いたしました。 

また、「意見書第 17 号 「後期高齢者医療窓口負担の見直し」に当たり、原則１割負担の継

続を求める意見書」を内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、厚生労働大臣、沖縄及び北方対策

担当大臣へ提出いたしました。 



 

常任委員会における審査内容の報告 

 

委員会名 福祉教育常任委員会 

 

請 願 名 

議案第 86号 宜野湾市ＧＩＧＡスクール用端末購入に係る物品の取得について 

請願の主な内容 

ＧＩＧＡスクール用端末の購入に係る物品契約売買の締結については、議会の議決に付すべ

き契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、議会の議決を得る必要があ

る。契約の内容は以下のとおり。 

契約の方法：随意契約 

契約金額：５億 8,825 万 6,174 円 

契約の相手方：株式会社コンピュータ沖縄 

審査内容（質疑応答、議員間討議） 

 ＧＩＧＡスクール用端末の選定に当たり、どのような検討を行ったかとの質疑がなされ、こ

れに対し、文部科学省から３種類のモデルが示されており、他市町村担当者や市内小中学校と

の意見交換も行った結果、使い勝手のよさや性能の高さ等に加え、データをクラウドに保存で

きることにより機器が故障した際でも他の端末ですぐに授業等が再開できる機能を持つクロー

ムブックを選定したとの答弁がございました。 

そのほか、委員からは、運用に当たっては教職員に負担のないよう、十分配慮いただきたい

との提言がなされました。 

（別添資料参照） 

表  決 

全会一致をもって同意すべきものと決定いたしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


